
Q　
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
国
保
の

県
単
位
化
の
現
状
は
。

A　
市
長

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
急
速
な
高
齢

化
の
進
展
や
医
療
の
高
度
化
に
よ
り
、
医

療
費
は
年
々
増
加
。
市
町
村
の
格
差
も
大

き
い
こ
と
か
ら
国
の
国
保
に
対
す
る
財
政

支
援
の
拡
充
を
図
る
た
め
都
道
府
県
単
位

化
が
ス
タ
ー
ト
。
国
保
財
政
の
出
と
入
り

を
県
が
管
理
す
る
。

Q　
医
療
費
は
県
が
支
払
う
こ
と
と
な
る

が
、
県
に
収
め
る
納
付
金
（
保
険
税
）
が

収
納
率
の
低
下
、
医
療
費
の
高
騰
な
ど
に

よ
り
不
足
し
た
場
合
の
対
処
法
は
。

A　
市
民
生
活
部
長

　

県
に
財
政
安
定
化
基
金
が
設
置
さ
れ
て

お
り
市
町
が
借
り
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
今
年
度
の
県
に
収
め
る
納
付
金
は
８

億
２
，
４
６
０
万
円
。

Q　
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
均
等
割

り
の
未
就
学
児
に
対
す
る
減
免
の
考
え
は
。

A　
市
長

　

条
例
の
規
定
を
す
れ
ば
可
能
で
は
あ
る

が
、
一
般
財
源
の
負
担
、
被
保
険
者
の
均

等
割
り
の
増
な
ど
減
免
は
難
し
い
。

Q　
離
島
に
お
い
て
は
十
分
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
７
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
度
島

に
小
規
模
多
機
能
型
の
施
設
整
備
の
計
画

が
あ
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
。

A　
福
祉
部
長

　

民
営
に
よ
る
入
浴
可
能
な
通
所
介
護
事

業
所
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
高
齢

者
の
一
時
宿
泊
可
能
な
事
業
を
開
始
す
る

こ
と
か
ら
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
一
時
先

送
り
し
て
い
る
。

Q　
年
々
増
加
す
る
医
療
費
を
抑
制
す
る

に
は
、
市
民
の
健
康
増
進
を
図
ら
な
け
れ

ば
と
考
え
る
が
、
特
定
検
診
や
個
別
検
診

で
あ
る
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
率

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

A　
市
民
生
活
部
長

　

特
定
検
診
受
診
率
は
56
・
７
％
で
県
内

２
位
で
あ
る
。
個
別
検
診
の
人
間
ド
ッ

ク
、
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
者
も
増
加
し
て
い

る
が
、
目
標
に
達
成
し
て
い
な
い
。
今
後

と
も
保
健
事
業
を
推
進
す
る
。

A　
市
長

　

受
診
率
の
数
値
を
地
域
で
競
い
合
う
機

運
が
醸
成
さ
れ
れ
ば
良
い
。
健
康
な
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
産
業
を
支
え
、
そ
し
て
、
健
康
な
ま

ち
、
明
る
い
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
住
ん
で

み
た
く
な
る
ま
ち
と
な
り
、
人
口
減
少
の

抑
制
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

●
国
保
、
介
護
、
後
期
高
齢
者
制
度
の
現
状
は

●
特
別
支
援
学
校
北
松
分
教
室
開
設
準
備
事
業
に
つ
い
て

　
　
　

Q　
平
成
33
年
度
に
佐
世
保
特
別
支
援
学

校
北
松
分
教
室
小
中
等
部
が
本
市
に
設
置

さ
れ
る
予
定
だ
が
、
開
校
に
向
け
た
取
り

組
み
の
現
状
と
諸
問
題
は
。

A　
教
育
次
長

　

田
平
中
学
校
の
特
別
教
室
棟
の
１
階
全

て
と
２
階
の
一
部
を
特
別
支
援
学
校
の
施

設
と
し
て
活
用
す
る
。
今
年
度
は
、
特
別

教
室
棟
の
理
科
室
、
パ
ソ
コ
ン
室
、
家
庭

科
室
の
撤
去
お
よ
び
移
設
工
事
の
実
施
設

計
を
行
い
、
平
成
31
年
度
に
は
実
施
設
計

を
基
に
特
別
教
室
の
撤
去
お
よ
び
移
設
工

事
を
行
う
。

　

こ
こ
ま
で
を
市
の
事
業
と
し
て
行
い
、

そ
の
後
、
県
の
事
業
と
し
て
平
成
32
年
度

に
特
別
支
援
学
校
の
教
室
棟
の
施
設
整
備

の
た
め
の
改
修
工
事
を
行
い
、
受
け
入
れ

態
勢
を
整
え
、
平
成
33
年
度
に
開
設
予
定
。

Q　
対
象
者
の
人
数
は
。
ま
た
、
障
害
の

あ
る
人
全
て
が
利
用
で
き
る
か
。

A　
教
育
次
長

　

小
学
校
の
特
別
支
援
学
級
と
特
別
支
援

学
校
小
学
部
に
在
籍
す
る
児
童
の
保
護
者
、

療
育
手
帳
・
障
害
者
手
帳
を
持
つ
未
就
学

児
の
保
護
者
、
平
戸
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

に
通
う
未
就
学
児
の
保
護
者
83
人
（
平
戸

48
人
、
松
浦
35
人
）
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。

　

65
人
（
平
戸
44
人
、
松
浦
21
人
）
か
ら

回
答
を
得
て
、
回
収
率
78
％
。
う
ち
利
用

希
望
者
が
32
人
（
平
戸
21
人
、
松
浦
11
人
）

で
あ
っ
た
た
め
、
11
学
級
が
必
要
。

Q　
11
学
級
で
対
応
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

対
象
者
は
知
的
障
害
者
の
み
か
。
肢
体
不

自
由
者
も
対
象
と
な
る
か
。

A　
教
育
次
長

　

対
象
者
は
、
知
的
障
害
を
有
す
る
児

童
・
生
徒
が
基
本
。
視
覚
障
害
、
聴
覚
障
害
、

肢
体
不
自
由
な
ど
の
人
は
、
知
的
と
重
複

し
た
障
害
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
た

め
、
重
複
で
な
い
人
は
、
現
状
ど
お
り
佐

世
保
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
と
な
る
。

　

な
お
、
特
別
支
援
学
級
１
学
級
当
た
り

の
定
数
は
６
人
、
重
複
学
級
は
３
人
。
対

象
が
小
学
部
19
人
、
中
学
部
13
人
で
、
小

学
部
が
７
学
級
、
中
学
部
が
４
学
級
の
予

定
で
あ
る
。

Q　
こ
の
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

本
市
と
松
浦
市
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

A　
教
育
長

　

今
後
、
松
浦
市
と
施
設
整
備
の
経
費
負

担
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
の
対
応
を
協
議
検

討
し
、
事
業
推
進
を
図
る
。

●
市
民
の
「
食
の
安
全
」
を
求
め
、
種
子
法
廃
止
の
影
響
は

●
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
対
応
は

　
　
　

Q　
種
子
法
は
、
昭
和
22
年
に
施
行
、
本

法
に
よ
っ
て
、
各
都
道
府
県
は
農
業
試
験

場
で
、土
地
気
候
に
適
し
た
優
良
品
種
（
主

に
米
、
麦
、
大
豆
）
を
開
発
し
て
き
た
。

特
に
米
は
１
０
０
％
遺
伝
子
組
み
換
え
で

な
い
お
い
し
い
米
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

と
こ
ろ
が
法
の
廃
止
で
、
日
本
の
大
手

企
業
や
多
国
籍
企
業
が
独
占
参
入
す
る
道

を
開
き
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
や
農
薬

を
多
用
す
る
農
業
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
市
民
の
食
の
安
全
性
が

脅
か
さ
れ
、
日
本
の
稲
作
文
化
の
崩
壊
に

つ
な
が
る
が
、
国
民
（
市
民
）
に
は
、
こ

の
情
報
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

A　
市
長

　

当
面
、
種
子
の
生
産
供
給
体
制
は
維
持

さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

A　
農
林
水
産
部
長

　

廃
止
法
案
が
成
立
す
る
と
き
、
財
源
確

保
や
種
子
の
国
外
流
出
防
止
な
ど
に
努
め

る
付
帯
決
議
が
さ
れ
て
い
る
。

　

確
か
に
報
道
等
で
種
子
法
の
廃
止
に
伴

う
懸
念
と
し
て
、
種
子
の
品
質
や
多
様
性

の
保
持
、
安
定
的
な
価
格
で
の
供
給
の
担

保
、
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
意
見
が
出

て
い
る
。

Q　
付
帯
決
議
に
は
予
算
的
根
拠
が
な
い
。

米
国
で
は
、
化
学
肥
料
、
農
薬
多
用
、
遺

伝
子
組
み
換
え
農
作
物
の
普
及
と
並
行
し
、

子
ど
も
の
発
達
障
害
、
自
閉
症
、
肝
臓
・

腸
な
ど
の
病
気
（
ガ
ン
な
ど
）
が
多
発
し
た
。

　

日
本
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
農
作
物
の

承
認
大
国
（
米
国
１
９
７
種
、
中
国
64
種
、

日
本
３
１
７
種
）
だ
。
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
が
使
用
禁
止
し
た
殺
虫
剤

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
残
留
基
準
が
２
千
倍
に

緩
和
。
世
界
の
流
れ
に
逆
行
し
て
い
る
。

市
民
に
危
険
性
を
周
知
（
講
演
な
ど
）
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A　
市
長

　

危
機
感
を
捉
え
、
農
業
団
体
を
中
心
に

要
請
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
。

A　
農
林
水
産
部
長

　

食
育
活
動
を
通
し
啓
発
に
努
め
る
。

Q　
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
の
状

況
は
、
現
行
の
賃
金
・
労
働
条
件
を
最
低

確
保
す
る
こ
と
と
考
え
る
が
。

A　
総
務
部
長

　

今
の
待
遇
を
ア
ッ
プ
し
、
密
度
の
濃
い

仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
よ
り
経
済
効
果
の
あ
る
稼
ぐ
観
光
へ
の
転
換

　
　
　

Q　
観
光
、
商
工
、
農
業
、
漁
業
も
含
め

た
ト
ー
タ
ル
産
業
で
あ
る
観
光
産
業
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
問
う
。

A　
市
長

　

観
光
は
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
と
深
い
関
わ

り
が
あ
る
。
地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
生

産
性
の
向
上
や
人
材
育
成
な
ど
、
観
光
産

業
を
取
り
巻
く
課
題
の
解
決
を
図
り
な
が

ら
、
稼
ぐ
観
光
産
業
と
し
て
成
長
さ
せ

る
。

Q　
稼
ぐ
観
光
を
目
指
す
上
で
、
地
元
消

費
は
重
要
で
あ
る
。総
合
計
画
の
目
標
で
は
、

２
０
２
０
年
度
ま
で
に
消
費
額
１
２
０
億

円
と
あ
り
、
毎
年
約
４
億
円
の
上
積
み
が

必
要
。
年
間
１
４
０
万
人
の
日
帰
り
客
の

消
費
額
を
１
０
０
円
上
げ
る
短
期
設
定
を

す
る
べ
き
。
小
さ
な
こ
と
だ
が
、
で
き
る

こ
と
か
ら
設
定
し
、
積
み
上
げ
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
考
え
を
問
う
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

提
案
の
と
お
り
、
地
域
経
済
活
性
化
に

有
効
な
手
段
と
捉
え
、
単
価
を
上
げ
る
取

り
組
み
を
進
め
る
。

Q　
平
戸
城
再
築
城
３
０
０
周
年
記
念
事

業
「
平
戸
、
海
の
も
の
が
た
り
」
の
来
場

者
目
標
値
、
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

来
場
者
目
標
７
万
人
、
実
績
２
万
３
，

０
０
２
人
。

Q　
目
標
値
が
高
す
ぎ
た
。
大
型
の
営
利

を
伴
う
イ
ベ
ン
ト
は
、
自
治
体
主
体
で
は

限
界
が
あ
っ
た
。
大
い
に
反
省
す
る
べ
し
。

そ
の
経
済
効
果
を
問
う
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

直
接
的
経
済
効
果
６
，
３
０
０
万
円
。

市
外
か
ら
の
観
光
客
１
万
４
，
４
２
８
人

の
う
ち
、
20
％
が
１
，
８
５
０
円
の
食
事

な
ど
を
し
て
、
約
６
２
０
万
円
の
効
果
。

Q　
日
帰
り
客
の
食
事
を
し
た
数
値
算
定

の
根
拠
は
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

推
計
の
数
値
で
あ
る
。

Q　
実
勢
に
沿
っ
た
検
証
、
ま
た
、
経
済

効
果
を
出
す
た
め
の
準
備
態
勢
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
。

　
一
方
で
、
来
場
者
か
ら
高
評
価
を
得
た

の
も
事
実
。
今
回
の
反
省
を
踏
ま
え
、
今

後
に
ど
う
生
か
す
か
考
え
を
問
う
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

適
切
な
現
状
分
析
の
も
と
、
事
業
効

果
、
達
成
目
標
を
設
定
、
実
行
性
の
あ
る

計
画
を
立
て
る
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

稼
ぐ
観
光
へ
シ
フ
ト
す
る
た
め
に
、
観
光

業
者
と
連
携
を
図
り
、
観
光
産
業
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
。
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